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●
一
月
例
會
　
一
月
二
＋
九
日
（
土
）
午
後
三
時
か
ら
京
都
大
學
物
理
學
敏

室
で
一
報
の
通
り
開
會
．
左
の
講
演
が
あ
っ
’
れ

「
天
丈
ε
兆
信
」

敏
授
理
學
博
士

新
城
新
註
氏

五
＋
名
ば
か
り
の
來
記
者
が
あ
っ
た
　
l
l
寒
い
H
で
あ
っ
れ
に
か
》
は
ら
す

●
岡
山
支
舗
幹
｛
畢
　
岡
山
は
今
ま
で
水
野
幹
事
只
一
人
で
百
人
に
垂
ん
“
、

す
ろ
禽
員
諸
氏
の
世
話
を
し
て
ゐ
ら
れ
旗
が
、
　
非
常
に
多
忙
な
の
で
本
部
で
も

頗
ろ
御
影
毒
に
思
ひ
、
　
途
に
一
月
末
新
π
に
同
地
第
六
高
等
學
校
敏
授
理
乱
士

宮
原
節
氏
に
新
し
く
幹
事
な
囑
托
．
し
れ
。
　
今
後
ほ
御
二
人
で
活
動
し
て
下
さ
る

筈
。●

岡
山
天
文
皇
の
計
書
岡
山
ば
三
二
に
於
け
ろ
丈
化
の
一
大
中
心
で
あ

り
、
我
が
同
瀞
會
員
も
頗
ろ
多
く
、
從
っ
て
天
動
勢
の
難
壁
も
著
・
し
い
。
又
氣
象
の

方
か
ら
言
へ
ば
全
國
各
地
ぐ
」
比
し
て
晴
天
が
多
く
曇
天
乃
至
雨
天
の
敏
が
少
な

い
・
し
．
風
も
強
く
な
い
。
　
附
近
に
高
い
山
も
な
い
。
實
に
好
ゼ
所
な
の
で
、
二

」
に
一
大
天
丈
壷
な
建
設
し
や
う
ご
す
る
企
て
が
あ
る
。
　
之
れ
は
先
頃
、
岡
山

の
「
時
」
埠
覧
會
に
際
し
本
部
か
ら
山
本
幹
回
が
同
地
へ
行
か
れ
た
昨
、
　
水
野
支

部
幹
事
等
ご
談
合
・
し
て
計
喬
の
緒
に
つ
い
れ
も
の
で
、
爾
後
、
．
水
野
幹
事
は
同

地
の
氣
候
や
地
勢
の
調
査
ミ
研
究
ミ
に
熱
心
ぜ
ら
れ
、
　
屡
々
同
地
方
の
有
力
な

る
新
聞
紙
ヒ
に
意
見
な
開
陳
一
て
，
大
い
に
輿
重
々
促
が
・
し
て
居
ら
れ
る
，
精

齢
一
到
必
す
之
れ
は
蓮
か
ら
す
む
て
實
現
ぜ
ら
れ
う
も
の
こ
思
ひ
、
　
本
部
で
も

力
ん
で
み
ろ
。
廣
く
曾
員
諸
氏
の
御
援
助
な
望
む
。

●
棘
月
支
部
験
會
式
　
去
ろ
二
月
＋
三
日
紳
戸
支
部
援
會
式
を
畢
げ
た

此
の
口
，
本
部
か
ら
山
本
櫨
田
雨
氏
が
西
下
・
し
れ
が
、
時
間
の
都
合
上
、
　
先
づ

其
の
午
後
一
時
牛
，
兵
庫
縣
明
石
女
子
師
範
學
校
に
謡
い
カ
。
　
此
の
學
校
に
は

小
泉
敏
論
々
始
め
、
生
徒
に
も
我
が
観
好
會
員
が
頗
る
多
い
の
で
之
れ
た
訪
問

す
ろ
意
昧
で
行
つ
れ
の
で
、
　
午
後
一
時
牛
か
ら
先
づ
同
地
の
一
般
の
人
々
の
れ

め
同
校
々
堂
で
講
演
曾
が
開
か
れ
カ
、
即
ち

　
　
　
「
天
文
學
ご
人
生
」
　
　
　
理
學
土

其
の
後
、
會
員
の
れ
め
に
山
本
理
學
士
拭

山
本
一
清
氏

　
　
　
「
一
二
引
上
に
於
け
る
嬬
人
の
効
績
」

ミ
題
す
る
一
場
の
講
話
な
ぜ
ら
れ
れ
。
　
そ
れ
か
ら
次
に
親
睦
茶
話
倉
が
催
さ
れ
・

頗
ろ
愉
侠
で
あ
っ
れ
。

　
山
本
氏
等
一
が
仔
は
午
後
六
時
過
明
后
な
漿
・
し
ヒ
時
紳
日
，
に
埴
看
、
直
ち
に
，
渡
湶
岨
支

部
幹
事
の
案
内
で
土
量
小
生
校
に
赴
き
餐
會
式
場
に
臨
ん
だ
。
　
式
b
μ
午
後
七
時

開
會
、
先
づ
渡
邊
幹
事
の
挨
拶
あ
り
、
　
そ
ρ
か
ら
左
の
記
念
講
演
が
あ
っ
れ
。

　
　
　
「
木
星
ご
土
星
」
　
　
　

理
學
士
　

山
本
一
清
氏

　
　
　
「
天
盟
篤
眞
に
つ
い
て
」

會
後
、
九
時
無
事
に
閉
曾

盟
田
菊
太
郎
氏

●
佐
々
木
哲
夫
氏
逝
く
　
京
都
大
學
天
女
曙
勤
務
の
佐
々
本
奇
、
負
は
病

氣
に
て
長
く
蹄
郷
静
養
中
“
ミ
こ
ろ
，
　
去
る
二
月
二
十
二
日
郷
里
に
て
逝
去
ぜ

ら
れ
れ
。
　
氏
は
日
本
最
初
の
彗
星
獲
見
者
こ
し
て
世
堺
的
に
画
布
重
げ
ら
れ
た

人
で
あ
ろ
。
い
つ
れ
次
號
に
詳
し
い
評
傳
↑
の
せ
る
．


